
リスクを確認した

ことがある

74.0%

リスクを確認したこ

とがない

26.0%

豪雨災害に関する意識についてのアンケート結果（抜粋）豪雨災害に関する意識についてのアンケート結果（抜粋）

基本情報 アンケート 【問１】

R5年度実施 R6年度実施 R7年度実施

調査時期 11月 2月 11月

対象者
（県政モニ
ター）

295人 299人 300人

回答数
262人
（回収率
88.8%）

229人
（回収率
76.6%）

249人
（回収率
83.0%）

R5

※四捨五入により割合の合計が100％にならない場合があります。

10･20歳代

8.3%

30歳代

15.7%

40歳代

17.0%50歳代

21.0%

60歳代

19.2%

70歳以上

18.8% 大津地域

22.7%

湖南地域

22.7%

甲賀地域

10.5%

東近江地域

17.9%

湖東地域

11.4%

湖北地域

11.8%

湖西地域

3.1%

近年、全国各地で水害や土砂災害が毎年発生しており、報道等により事前にリスクを確認するよう広報されていますが、
あなたは自宅のリスクを確認したことがありますか。 （単一回答）

リスクを確認したこ

とがある

78.6%

リスクを確認したこ

とがない

21.4%

アンケート 【問2】

問１で「リスクを確認したことがある」と回答された方にお聞きします。それはどのような方法で確認しましたか。 （複数回答）

5％

35.9％

27.6％

79.6％

4.4％

40.6％

37.8％

85.6％

0 20 40 60 80 100(％)

R5

R6

R7

１．市町が配布した

洪水ハザードマップ（防災マップ）

２．市町のホームページ
（インターネット）

３．滋賀県防災情報マップ

（インターネット）

４．その他

市町が発信する情報（洪水ハザードマップや
ホームページ）を確認した方の割合が増加傾向にある

アンケート 【問３】

問１で「リスクを確認したことがない」と回答された方にお聞きします。自宅のリスクを確認しない理由は何ですか。（複数回答）

7.4％

8.8％

45.6％

26.5％

35.3%

4.1％

8.2％

59.2％

26.5％

38.8%

0 10 20 30 40 50 60(％)

R5

R6

R7

13.2%

１.自宅は被害に遭わないと思っているから

２.ハザードマップ（防災マップ）を
持っていないから

３.リスクを確認する方法を知らないから

4.ハザードマップ（防災マップ）を
持っているが見方がわからないから

5.その他

R6

「リスクを確認する方法
を知らない」と回答し
た方の割合が増加

ハザードマップを持っているのに、
活用に至っていない方も

資料３

R6

R7

10･20歳代

6.1%

30歳代

13.7%

40歳代

17.6%

50歳代

19.1%

60歳代

19.5%

70歳以上

24.0% 大津地域

24.4%

湖南地域

26.0%甲賀地域

9.9%

東近江地域

14.9%

湖東地域

9.9%

湖北地域

10.7%

湖西地域

4.2%

R5

86.6%

３6.1%

35.6%

6.2%

41.2%

54.4%

10.3%

4.4%

年齢 地域

年齢 地域

10･20歳代

8.3%

30歳代

12.0%

40歳代

14.5%
50歳代

20.1%

60歳代

18.1%

70歳以上

23.3% 大津地域

22.7%

湖南地域

25.3%甲賀地域

8.8%

東近江地域

16.9%

湖東地域

10.8%

湖北地域

8.8%

湖西地域

2.8%

リスクを確認した

ことがある

72.7%

リスクを確認したこ

とがない

27.3%

R7

年齢 地域



知っている

49.2%

知らなかった

（このアンケートで

初めて知った）

50.8%

R5

豪雨災害に関する意識についてのアンケート結果（抜粋）豪雨災害に関する意識についてのアンケート結果（抜粋）

アンケート 【問４】

滋賀県では、大きな河川の氾濫だけではなく、身近な水路や小河川の氾濫も含めた「地先の安全度マップ」という
水害リスク図を公表しています。あなたは、「地先の安全度マップ」を知っていますか。 （単一回答）

知っている

51.1%
知らなかった

（このアンケートで

初めて知った）

48.9%

アンケート 【問５】

豪雨により自分の周りで水害や土砂災害の危険性が高くなってきた場合、 「指定された避難場所に避難する」
「自宅の２階以上に垂直避難する」「避難場所にこだわらず安全な場所（親戚の家等）に避難する」と回答された方に
お聞きします。避難を開始するタイミングについて、あなたの考えに最も近いものを選んでください。 （複数回答）

１．警戒レベル３の「高齢者等避難」
が発令された

２．警戒レベル４の「避難指示」が
発令された

３．警戒レベル５の「緊急安全確保」
が発令された

４．「大雨警報」「洪水警報」が発表された
（警戒レベル３相当情報）

５．「土砂災害警戒情報」が発表された
（警戒レベル４相当情報）

６．「大雨特別警報」が発表された
（警戒レベル5相当情報）

７．自宅の周辺で浸水が発生するなど
危険が迫ってきた

８．近所の人が避難をはじめた

９．その他
0.9％

25.9％

43.2％

15.5％

8.6%

5.5%

29.5%

48.7%

19.5%

3.4％

26.4％

48.1％

11.5％

6.7%

9.6%

32.2%

48.9%

21.6%

0 10 20 30 40 50 60(％)

R5

R6

R7

16.2%

32.9%

選択肢２と３の両方に回答した方の割合は、R5は11.8％でR6は9.6％、R7は10.5％でした。また、選択肢
２には回答せず選択肢３に回答した方の割合は、R5は17.6％でR6は22.6％、R7は19.1％でした。
→「避難指示」の発令を避難開始のタイミングと判断する方、「緊急安全確保」の発令を待ってから避難すると
考える方ともに割合は横ばいの傾向が見られます。

避難情報の発令

気象情報の発表

自宅近辺の様子

アンケート 【問６】

豪雨災害時の情報取得手段として、あなたがよく活用しているものを選んてください。（複数回答）

１．テレビ

２．ラジオ

３．インターネット（Webサイト閲覧）

４．ＳＮＳ（X（旧Twitter）、フェイスブック等）

５．防災アプリ

６．メール配信サービス
（しらしがメール、市町のメール配信サービス）

7.緊急速報メール

8．防災無線

9．道路沿いなどにある雨量情報表示板

10．特になし

11．その他
0％

2％

4％

12％

33.7%

22.5%

32.5%

23.3%

68.7%

17.3%

73.5%

3％

0.4％

1.3％

11.8％

40.2%

33.6%

34.1%

25.8%

71.6%

14.8%

78.2%

0 15 30 45 60 75 90

(％)

R5

R6

R7

メディア媒体

ネット媒体

アンケート 【問７】

洪水から命や財産を守るため、あなたは県や市町の行政に対してどのような取組を望まれますか。
重視して進めるべきと考えるものを選んでください。（複数回答、３つまで）

１．消防団や自主防災組織等の育成強化

２．洪水が発生した時の対処方法を学ぶ
定期的な訓練

３．避難場所や避難経路が分かる地図
などの情報提供

４．河川の水位や雨量など危険を
知らせてくれる情報

５．学校等での防災教育

６．避難道路や避難拠点施設などの
整備

７．雨水貯留や浸透舗装などの整備

８．氾濫しにくくするための河川の整備

９．川の中に繁茂した草木や土砂などの
撤去

１０．その他 4.8％

16.5％

31.7％

20.1％

30.5%

17.3%

39%

32.8%

25.7%

21.7%

2.6％

15.7％

33.2％

21.4％

28.4%

19.7%

38%

29.8%

29.3%

17.5%

0 10 20 30 40 50(％)

R5

R6

R7

29.0%

29.8%

38.2%

16.4%

27.5%

24.0%

38.5%

21.8%

1.9%

ハード対策

ソフト対策

48.7%

11.5%

4.7%

18.8%

46.6%

24.4%

0.9%

76.0%

13.7%

65.6%

23.3%

38.5%

36.6%

18.7%

4.6%

0.4%

0%

21.0%

※「7.緊急速報メール」はR5より追加

R6

知っている

44.6%

知らなかった

（このアンケートで

初めて知った）

55.4%

R7

42.4%



ある

42.4%

ない

57.6%

豪雨災害に関する意識についてのアンケート結果（抜粋）豪雨災害に関する意識についてのアンケート結果（抜粋）

自宅以外の場所への水平避難に当たり、支障となる事情はありますか。（単一回答）
※水平避難・・・自宅から、指定避難所や親戚宅等に移動して避難すること

問９で「自力で避難ができない、または困難な家族がいる」と回答された方にお聞きします。その方
はどのような事情を抱えておられますか。（複数回答）

8％

0％

8％

44％

16％

24％

56％

7.4％

3.7％

3.7％

44.4％

7.4％

18.5％

66.7％

0 20 40 60 80 (％)

R6

R7

１．高齢のため、体力的に厳しい

２．小さい子どものため、体力的に厳しい

３．持病がある

４．身体に障害を抱えている

５．知的・精神的な障害を抱えている

６．妊娠している

７．その他

問8で「１．ある」と回答された方にお聞きします。あなたにとって避難の支障となる事情は何ですか。（複数回答）

R6

アンケート 【問8】 アンケート 【問10】

アンケート 【問11】

アンケート 【問9】

14.6％

0％

18.5％

9.8％

3.7%

18.3%

31.7%

9.3%

42.7%

30.5％

18.6％

2.1％

13.4％

5.2％

3.1％

11.3％

21.6％

9.3％

55.7％

27.8％

0 10 20 30 40 50 60
(％)

R6

R7

１．自力で避難ができない、または困難な

家族がいる

２．避難所での生活に抵抗がある

３．高齢で体力に自信がなく、避難所まで

移動することが難しい

４．自宅から避難所までの距離が遠い

５．避難所までの適当な移動手段がない

６．持病があり、避難所まで移動すること

が難しい

７．身体に障害があり、避難所まで移動す

ることが難しい

８．ペット（犬や猫など）と生活しており、避

難所で受け入れられない可能性がある

９．妊娠している

10．その他

【「その他」 選択で自由記述にて回答された内容（抜粋）】

・自宅から避難所までの経路の用排水路が氾濫している可能性がある。
・自宅が安全な場所である。
・避難所のほうが低所にある。
・避難所への経路に災害の危険性がある箇所がありそう。
・橋や谷を渡る必要がある。

※ 問８～問11は、R6年度実施分より新たに追加した設問

問８で「１．ある」と回答された方にお聞きします。避難所にどのようなことを求めますか。（複数回答）

7.3％

67.1％

29.3％

37.8％

40.2％

78％

20.6％

67％

54.6％

61.9％

55.7％

74.2％

0 20 40 60 80 (％)

R6

R7

１．自分や家族のプライバシーが確保される

２．環境（温度、湿度等）が良い

３．快適に眠ることができる

４．感染症対策が十分である

５．トイレが快適である

６．その他

【「その他」 選択で自由記述にて回答された内容（抜粋）】

・心臓・背骨骨折・長距離移動困難。

70代以上の方による
回答

【「その他」 選択で自由記述にて回答された内容（抜粋）】

・ペットなど受け入れ体制 ・建築が新しく鉄骨建築でしっかりしている。
・今のマンションを避難所指定してほしいです。
・自治会に加入しているかどうかだけでなく、仕事や観光などで訪れた人も身を寄せられる場であって
欲しい。 ・治安の良さ。

ある

32.9%

ない

67.1%

R7



リスクを確認した

ことがある

54.5%

リスクを確認した

ことがない

45.5%

豪雨災害に関する意識についてのアンケート結果（抜粋）豪雨災害に関する意識についてのアンケート結果（抜粋）

近年、全国各地で水害や土砂災害が毎年発生しており、報道等により事前にリスクを確認するよう広報されていますが、
あなたは自宅のリスクを確認したことがありますか。 （単一回答）

リスクを確認した

ことがある

71.4%

リスクを確認した

ことがない

28.6%

リスクを確認した

ことがある

71.4%

リスクを確認した

ことがない

28.6%

問１で「リスクを確認したことがある」と回答された方にお聞きします。それはどのような方法で確認しましたか。 （複数回答）

0％

42.9％

0％

57.1％

0％

40％

40％

80％

16.7%

50%

50%

83.3%

0 20 40 60 80 100(％)

R5

R6

R7

１．市町が配布した

洪水ハザードマップ（防災マップ）

２．市町のホームページ
（インターネット）

３．滋賀県防災情報マップ

（インターネット）

４．その他

問１で「リスクを確認したことがない」と回答された方にお聞きします。
自宅のリスクを確認しない理由は何ですか。（複数回答）

0％

50％

50％

0％

50%

0％

0％

50％

50％

0%

0&

0%

0%

60%

40%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(％)

R5

R6

R7

１.自宅は被害に遭わないと思っているから

２.ハザードマップ（防災マップ）を
持っていないから

３.リスクを確認する方法を知らないから

4.ハザードマップ（防災マップ）を
持っているが見方がわからないから

5.その他

R7R6R5

高島地域分のアンケート結果

滋賀県全域のアンケート結果から、高島地域分のみ抽出し、
高島地域の特徴について整理しました。
結果は、以下のとおりです。

◇高島地域のアンケート結果の特徴

①市町が配布した洪水ハザードマップ（防災マップ）を活用してリス
ク確認している方の割合が、県全域と比較すると低い。→【問2】

②避難開始のタイミングについて、「避難指示」の発令とする方の割
合が県全域より高い。→【問5】

③豪雨災害時の情報取得手段として、メディア媒体および防災無線
を活用されている方の割合が県全域より高く、ネット媒体を活用さ
れている割合が県全域より低い。→【問6】

④行政に対して望む取組として、「洪水が発生した時の対処方法を
学ぶ定期的な訓練」を求める回答の割合が滋賀県全域の平均より
高く、ハード対策を求める回答の割合が平均よりも低い。→【問７】

⑤そのほかのアンケート項目については、滋賀県全域の結果と同様
の傾向を示した。

R5年度実施 R6年度実施 R7年度実施

調査時期 11月 ２月 11月

高島地域
対象者

11人 ７人 ７人

10･20歳代

0%

30歳代

14.3%

40歳代

0.0%
50歳代

28.6

%

60歳代

28.6%

70歳以上

14.3%

年齢

10･20歳代

0% 30歳代

14.3%

40歳代

0％

50歳代

42.9%

60歳代

28.6%

70歳以上

14.3%

10･20歳代

0%

30歳代

27.3%

40歳代

0％

50歳代

36.4%

60歳代

27.3%

70歳以上

9.1%

R7

年齢 年齢

アンケート （高島地域）【問1】

R5 R6

アンケート （高島地域）【問２】

アンケート （高島地域）【問3】

洪水ハザードマップを活用してリスク確認
している方の割合が、県全域と比較する
と低い。



知っている

38.5％

知らなかった

（このアンケートで

初めて知った）

61.5%

豪雨災害に関する意識についてのアンケート結果（抜粋）豪雨災害に関する意識についてのアンケート結果（抜粋）

滋賀県では、大きな河川の氾濫だけではなく、身近な水路や小河川の氾濫も含めた「地先の安全度マップ」という
水害リスク図を公表しています。あなたは、「地先の安全度マップ」を知っていますか。 （単一回答）

知っている

85.7%

知らなかった

（このアンケートで

初めて知った）

14.3%
知っている

28.6%

知らなかった

（このアンケートで

初めて知った）

71.4%

豪雨により自分の周りで水害や土砂災害の危険性が高くなってきた場合、 「指定された避難場所に避難する」
「自宅の２階以上に垂直避難する」「避難場所にこだわらず安全な場所（親戚の家等）に避難する」と回答された方に
お聞きします。避難を開始するタイミングについて、あなたの考えに最も近いものを選んでください。 （複数回答）

１．警戒レベル３の「高齢者等避難」
が発令された

２．警戒レベル４の「避難指示」が
発令された

３．警戒レベル５の「緊急安全確保」
が発令された

４．「大雨警報」「洪水警報」が発表された
（警戒レベル３相当情報）

５．「土砂災害警戒情報」が発表された
（警戒レベル４相当情報）

６．「大雨特別警報」が発表された
（警戒レベル5相当情報）

７．自宅の周辺で浸水が発生するなど
危険が迫ってきた

８．近所の人が避難をはじめた

９．その他
0%

42.9%

14.3%

28.6%

14.3%

14.3%

14.3%

57.1%

57.1%

0%

0%

14.3%

0%

0%

0%

28.6%

85.7%

0%

0%

36.4%

36.4%

9.1%

0%

9.1%

18.2%

36.4%

18.2%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90(％)

R5

R6

R7

R7R5

選択肢２と３両方に回答した方の割合は、R5は0％でR6は14.3％でした。また、選択肢２には回答せず選択
肢３に回答した方の割合は、R5は１8．2％でR6は１4．3％でした。

避難情報の発令

気象情報の発表

自宅近辺の様子

豪雨災害時の情報取得手段としてよく活用しているものを教えてください。（複数回答）

１．テレビ

２．ラジオ

３．インターネット（Webサイト閲覧）

４．ＳＮＳ（X（旧Twitter）、フェイスブック等）

５．防災アプリ

６．メール配信サービス
（しらしがメール、市町のメール配信サービス）

7.緊急速報メール

8．防災無線

9．道路沿いなどにある雨量情報表示板

10．特になし

11．その他

0%

0%

0%

57.1%

28.6%

14.3%

42.9%

0%

42.9

28.6%

85.7%

0%

0%

0%

28.6%

14.3%

14.3%

14.3%

14.3%

57.1%

28.6%

85.7%

0%

0%

9.1%

72.7%

18.2%

27.3%

36.4%

27.3%

45.5%

36.4%

63.6%

0 15 30 45 60 75 90

(％)

R5

R6

R7

メディア媒体

ネット媒体

洪水から命や財産を守るため、あなたは県や市町の行政に対してどのような取組を望まれますか。
重視して進めるべきと考えるものを選んでください。（複数回答、３つまで）

１．消防団や自主防災組織等の育成強化

２．洪水が発生した時の対処方法を学ぶ
定期的な訓練

３．避難場所や避難経路が分かる地図
などの情報提供

４．河川の水位や雨量など危険を
知らせてくれる情報

５．学校等での防災教育

６．避難道路や避難拠点施設などの
整備

７．雨水貯留や浸透舗装などの整備

８．氾濫しにくくするための河川の整備

９．川の中に繁茂した草木や土砂などの
撤去

１０．その他 0%

0%

28.6%

0%

28.6%

14.3%

28.6%

42.9%

57.1%

57.1%

0%

0%

14.3%

14.3%

0%

28.6%

14.3%

14.3%

57.1%

28.6%

9.1%

9.1%

18.2%

0%

9.1%

9.1%

36.4%

18.2%

27.3

45.5%

0 10 20 30 40 50 60(％)

R5

R6

R7

ハード対策

ソフト対策

※「7.緊急速報メール」はR5より追加

R6

アンケート （高島地域）【問4】

アンケート （高島地域）【問5】

アンケート （高島地域）【問6】

アンケート （高島地域）【問7】



ある

14.3%ない

85.7%

豪雨災害に関する意識についてのアンケート結果（抜粋）豪雨災害に関する意識についてのアンケート結果（抜粋）

自宅以外の場所への水平避難に当たり、支障となる事情はありますか。（単一回答）
※水平避難・・・自宅から、指定避難所や親戚宅等に移動して避難すること 問９で「自力で避難ができない、または困難な家族がいる」と回答された方にお聞きします。その方

はどのような事情を抱えておられますか。（複数回答）

100％
0％

0％

0％

0％

0％

100％

0%

0%

0%

0%

0%

0%

100%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (％)

R6

R7

１．高齢のため、体力的に厳しい

２．小さい子どものため、体力的に厳しい

３．持病がある

４．身体に障害を抱えている

５．知的・精神的な障害を抱えている

６．妊娠している

７．その他

問8で「１．ある」と回答された方にお聞きします。あなたにとって避難の支障となる事情は何ですか。（複数回答）

R6

0%

0%

0%

0%

0%

0%

50%

50%

0%

50%

100%

0%

0%

0%

0%

0%

100%

100%

0%

100%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(％)

R6

R7

１．自力で避難ができない、または困難な

家族がいる

２．避難所での生活に抵抗がある

３．高齢で体力に自信がなく、避難所まで

移動することが難しい

４．自宅から避難所までの距離が遠い

５．避難所までの適当な移動手段がない

６．持病があり、避難所まで移動すること

が難しい

７．身体に障害があり、避難所まで移動す

ることが難しい

８．ペット（犬や猫など）と生活しており、避

難所で受け入れられない可能性がある

９．妊娠している

10．その他

※ 問８～問11は、R6年度実施分より新たに追加した設問

問８で「１．ある」と回答された方にお聞きします。避難所にどのようなことを求めますか。（複数回答）

0％

50％

0％

0％

50％

100％

0%

100%

0%

0%

100%

0%

0 20 40 60 80 100(％)

R6

R7

１．自分や家族のプライバシーが確保される

２．環境（温度、湿度等）が良い

３．快適に眠ることができる

４．感染症対策が十分である

５．トイレが快適である

６．その他

アンケート （高島地域）【問8】

アンケート （高島地域）【問9】

アンケート （高島地域）【問10】

アンケート （高島地域）【問11】

ある

28.6%
ない

71.4%

R7


